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’
　
冒
「
‘

　
本
会
の
理
事
会
が
、
三
月
二
十
六
日
午
後
三
時
か

ら
、
京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
石
上
理
事
長
の
導
師
で
三
帰
依
文
を
唱
和
、
挨
拶

に
つ
づ
い
て
、
議
長
に
石
上
理
事
長
、
議
事
録
署
名

人
に
細
川
信
元
、
伊
藤
通
明
の
両
師
を
選
ん
で
議
事

に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
事
務
総
局
人
事
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
る
件
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄

　
石
上
理
事
長
よ
り
上
程
。
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
　
鼎

　
議
案
第
二
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
委
員
の
承
認
　
　
榊

京都グランドホテルで開かれた理事会

…鼎
．
，
㌧

を
求
め
る
件
」

　
石
上
理
事
長
よ
り
上
程
。
川
島
総
務
部
長
が
説
明
。

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

報
告
事
項

　
①
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　
暑
」
層
【
穫
一
難
薯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
馴
《
■

　
久
米
原
国
際
文
化
部
長
が
、
マ
ヤ
堂
復
興
事
業
に

つ
い
て
現
在
ま
で
の
詳
細
な
経
過
報
告
を
行
い
、
つ

づ
い
て
川
井
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
長
が
ネ
パ
ー
ル
の
政

治
情
勢
を
ふ
ま
え
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

　
②
事
務
総
局
各
部
報
告

　
資
料
に
基
づ
い
て
、
各
担
当
部
長
か
ら
報
告
が
あ

っ
た
。

鉢
噸
壌
導
瀬
鄭
塾
撫
無
癒
導
愚
塾
適
適
塾
噛
齢
導
導
導
奪
燈
癒
聯
導
癒
毒

輪
舞
雌
蕊
鷲
漁
灘
灘
轟
轟
蕊
麗
選
繋
｛
講
講
輔

　
今
般
、
任
期
満
了
に
伴
い
四
月
よ
り
事
務
総
局

が
新
た
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
全
一
仏
教
運
動
推
進
の
た
め

に
精
進
致
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。
何
卒
、
今
後
の

一
層
の
ご
指
導
、
ご
難
易
を
懇
願
申
し
上
げ
就
任

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
総
局
職
員
一
同

財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

事
務
総
　
長

二
本
　
　
宏
昌

（
曹
洞
宗
）

総
　
務
　
部
　
長

財
　
務
　
部
　
長

同
和
推
進
部
長

社
　
会
　
部
　
長

国
際
文
化
部
長

総
務
部
次
長

財
務
部
次
長

同
和
推
進
部
次
長

社
会
部
次
長

主
　
　
　
　
　
事

水貫町藩田醸上灘青百木蔀野曾伊要図蕎川

野言田中重刷木内吉生東宗藤野島

…
一

　
　
　
　
鼎

　
生
司

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

　
　
内

　
　
　
　
　
　
　
　
轡
ホ
）

　
　
木
　
　
　
　
　
純

　
　
　
　
　
　
　
　
魯
示
）

　
　
原
　
　
　
　
　
明

　
済
宗
　
　
　
　
　
派
）

　
　
中
　
　
　
　
　
成

　
　
　
　
　
　
　
　
宗
）

　
　
田
　
　
　
　
　
博

　
　
言
　
　
　
　
　
　
　
派
）

　
　
野
　
　
　
　
　
子

　
　
　
宏

山
　
真
　
言

　
　
　
明

　
大
　
　
谷

　
　
　
俊

洞
　
　
　
祐

　
　
　
隆

蓮
　
　
　
親

　
ム
ロ
　
　
　
広

　
妙
心
寺

　
　
　
光

　
土
　
　
　
法

ウ
ホ
豊
　
山

　
　
　
和

之、
襲泌蜂志…
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1992年5月1日仏全

高
倉
正
信
師
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
基
幹
運
動
本
部
事
務
局
長
）
が
発
表

　
昨
年
十
二
月
十
三
日
午
後
一
時
か
ら
、
浄
土
真
宗

本
願
寺
門
徒
会
館
で
、
第
十
七
回
「
業
・
旋
陀
羅
問

題
」
に
関
す
る
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
最
初
に
、
「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
同
派
基
幹
運
動
本
部
事

務
局
長
・
高
倉
正
信
師
が
、
要
旨
次
の
よ
う
な
発
表

を
行
っ
た
。
（
小
野
塚
幾
算
師
の
「
真
言
宗
豊
山
派
の

取
り
組
み
」
に
つ
い
て
は
、
次
号
に
掲
載
の
予
定
）

　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
※
　
　
　
※

　
私
た
ち
が
詩
論
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
、
全
日
本
仏
教
会
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、
一
九

八
三
年
、
全
国
の
寺
院
を
対
象
に
、
差
別
法
名
の
調

査
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
法
名
そ
の
も
の
に
は
、

差
別
性
の
あ
る
も
の
は
な
か
っ
た
が
、
二
十
一
ヵ
寺

の
過
去
帳
添
え
書
き
か
ら
、
差
別
性
の
あ
る
記
述
が

見
つ
か
っ
た
。

　
そ
の
中
で
、
備
後
教
区
（
広
島
県
）
の
あ
る
住
職

が
、
「
過
去
帳
の
中
に
、
重
大
な
差
別
記
載
が
あ
る
こ

と
を
深
く
反
省
し
、
部
落
問
題
解
決
へ
の
努
力
を
誓

う
」
と
い
う
自
己
告
発
を
、
部
落
解
放
同
盟
広
島
県

連
合
会
へ
行
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
備
後
教
区
と

隣
り
の
安
芸
教
区
で
は
、
「
当
該
寺
院
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
各
寺
院
・
各
住
職
一
人
ひ
と
り
の
問
題
で
あ

る
」
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
総
括
し
、
一
九
八
五
年

十
月
か
ら
、
部
落
解
放
同
盟
広
島
県
連
に
よ
る
糾
弾

学
習
会
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
三
回
糾
弾
学
習
会
で
業
革
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

第
五
回
糾
弾
学
習
会
で
は
「
人
は
生
ま
れ
に
よ
っ
て

で
は
な
く
、
行
為
に
よ
っ
て
聖
者
と
な
る
」
と
い
う

言
葉
を
め
ぐ
っ
て
、
業
論
を
単
に
行
為
の
問
題
だ
と

捉
え
る
と
、
現
在
差
別
を
受
け
て
い
る
人
は
、
そ
の

行
為
が
悪
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
部

落
責
任
論
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

経
典
の
無
批
判
な
引
用
が
、
違
和
感
と
反
発
心
を
巻

き
起
こ
す
と
い
う
こ
と
を
、
受
け
と
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

　
一
九
八
八
年
四
月
の
第
六
回
糾
弾
学
習
会
で
、
業

論
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
部

落
問
題
を
温
存
し
て
き
た
、
真
宗
の
差
別
性
を
明
ら

か
に
す
る
こ
ど
を
確
認
し
た
。

　
同
年
十
月
の
第
七
回
糾
弾
学
習
会
で
は
、
不
幸
に

直
面
し
た
時
に
「
業
が
深
い
」
と
い
う
表
現
を
使
う

が
、
こ
う
し
た
問
題
に
、
具
体
的
に
応
え
得
る
業
論

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
教
学
的
な
押
え
を
保
つ
と

同
時
に
、
実
質
的
な
三
論
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
指
摘
を
受
け
た
。

　
糾
弾
学
習
会
は
終
了
し
た
が
、
備
後
、
安
芸
の
両

教
区
と
部
落
解
放
同
盟
広
島
県
連
の
三
者
は
、
さ
ら

な
る
取
り
組
み
の
充
実
と
深
ま
り
を
求
め
、
一
九
八
八

年
十
二
月
に
「
同
朋
三
者
懇
話
会
」
を
発
足
さ
せ
た

の
で
あ
る
。

　
懇
話
会
で
は
、
二
年
余
り
に
わ
た
っ
て
、
二
歩
の

他
に
、
真
俗
二
諦
や
信
心
の
社
会
性
に
つ
い
て
、
真

摯
な
研
鐙
と
討
議
を
重
ね
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
問
題
は
、

単
に
三
者
だ
け
の
地
域
的
な
問
題
で
は
な
く
、
教
団

の
一
人
ひ
と
り
が
担
う
べ
き
信
心
の
課
題
で
あ
る
と

受
け
と
め
、
基
幹
運
動
の
重
点
項
目
「
私
と
教
団
の

差
別
の
現
実
を
改
め
、
真
の
同
朋
教
団
を
確
立
し
よ

う
1
寺
院
・
組
に
お
け
る
研
修
の
徹
底
を
」
の
意
義

を
十
分
に
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
私
は
、
業
論
を
単
な
る
仏
教
教
理
と
し
て
の
視
点

で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
一
般
の
人
た
ち
の
間
に
生

き
る
活
力
と
し
て
、
現
実
的
視
点
の
中
に
も
う
一
度

お
き
か
え
、
考
え
直
し
て
い
く
と
い
う
、
そ
う
し
た

営
み
こ
そ
、
今
課
せ
ら
れ
た
大
切
な
役
割
り
で
は
な

い
か
と
、
こ
う
思
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

一3一
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衆
議
院
議
員

　
去
る
一
月
三
十
日
、
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
、

本
会
の
理
事
、
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
引
き
続

い
て
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
「
自
由
民
主
党
と
全

日
本
仏
教
会
と
の
対
話
集
会
」
が
行
わ
れ
た
。

　
午
後
五
時
か
ら
、
衆
議
院
議
員
林
義
郎
氏
が
「
日

本
の
歩
む
べ
き
道
－
課
題
と
展
望
1
」
を
テ
ー
マ
に
、

要
旨
次
の
よ
う
な
講
演
を
行
っ
た
。

　
　
　
※
　
　
※
　
　
※
　
　
※
　
　
※

　
日
本
が
今
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
国
際

貢
献
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
か
と
い
う
問
題
と
、

生
活
大
国
と
い
う
も
の
を
、
ど
の
よ
う
に
創
り
上
げ

て
い
く
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
私
が

当
面
考
え
て
い
る
問
題
を
、
五
点
に
分
け
て
述
べ
て

み
た
い
。

義郎氏林

林

義

β良

　
高
齢
化
社
会
の
問
題

　
ま
ず
、
高
齢
化
社
会
の
問
題
に
つ
い
て
、
宗
教
界

と
ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
を
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う

問
題
が
あ
る
。

　
現
在
は
、
お
年
寄
り
の
平
均
寿
命
が
上
が
り
、
お

年
寄
り
の
数
が
増
え
て
来
る
、
と
同
時
に
子
供
の
数

が
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
来
る
、
と
い
う
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

型
の
人
口
構
造
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
か
つ
て
フ
ラ

ン
ス
で
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
人
口
減
少
の
問

題
が
い
わ
れ
た
事
が
あ
り
、
今
で
も
一
つ
の
問
題
意

識
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

　
そ
れ
に
は
、
生
め
よ
増
や
せ
よ
と
い
っ
た
事
で
は

な
く
、
安
心
し
て
子
供
を
育
て
ら
れ
る
社
会
を
創

る
事
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
心
配

さ
れ
る
の
は
、
お
年
寄
り
の
面
倒
を
誰
が
み
る
か
と

い
う
事
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
自
分
の
息
子
夫
婦
や
、

孫
夫
婦
に
面
倒
を
み
て
も
ち
う
の
が
、
一
番
望
ま
し

い
事
で
あ
る
が
、
今
後
は
一
人
っ
子
同
士
が
結
婚
し

て
、
若
い
夫
婦
の
奥
さ
ん
が
一
人
で
八
人
の
お
年
寄

り
の
面
倒
を
み
る
と
い
う
事
も
予
想
さ
れ
る
。

　
お
年
寄
り
の
面
倒
は
在
宅
が
望
ま
し
い
が
、
現
実

問
題
と
し
て
は
不
可
能
に
近
い
。
現
在
、
寝
た
き
り

老
人
の
面
倒
を
み
る
施
設
と
し
て
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
、
寄
る
辺
の
無
い
方
の
た
め
の
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
及
び
常
費
老
人
ホ
ー
ム
等
の
老
人
福
祉
施
設
が

開
設
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
健
康
な
老
人
に
対
し

て
も
、
月
に
一
度
の
医
者
に
よ
る
定
期
検
診
、
万
が

一
の
時
の
救
急
体
制
等
の
整
備
も
必
要
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
施
設
に
お
い
て
も
、
た
だ

食
事
を
出
し
、
薬
を
出
す
と
い
っ
た
物
質
的
ケ
ア
ー

の
み
な
ら
ず
、
精
神
的
な
安
定
と
い
う
も
の
が
絶
対

的
に
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
施
設
と
ど
の
よ
う

な
形
で
宗
教
家
を
結
び
付
け
て
い
く
か
と
い
う
事
が
、

一
つ
の
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　
ま
た
一
方
の
現
実
問
題
と
し
て
、
看
護
婦
不
足
の

問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
看
護
婦
経
験

者
の
復
帰
を
促
す
事
も
考
え
ら
れ
る
が
、
看
護
婦
、

保
健
婦
等
の
養
成
が
急
務
で
あ
り
、
そ
の
養
成
機
関

に
お
い
て
も
、
単
に
肉
体
的
、
物
質
的
な
ケ
ア
ー
だ

け
で
な
く
、
精
神
的
な
ケ
ア
ー
法
の
教
育
が
必
要
で

あ
る
。

　
脳
死
問
題
に
つ
い
て

　
現
在
、
新
聞
等
の
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
、
脳
死
問

題
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
は
私
が
厚

生
大
臣
の
時
に
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
私
が
提
起
し
た
目
的
は
違
っ
た
点
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
病
院
の
I
C
U
施
設

を
視
察
し
た
時
に
、
保
育
器
の
中
で
小
さ
な
子
供
が
、

高
度
な
医
療
技
術
に
よ
る
治
療
を
受
け
て
い
る
姿
を

一4一
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見
て
、
そ
の
ご
両
親
の
精
神
的
な
苦
痛
を
感
じ
、
寝

た
き
り
老
人
病
棟
で
め
っ
た
に
家
族
の
面
会
が
な
い

と
い
う
患
者
の
現
状
を
見
た
事
に
よ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
医
療
技
術
の
問
題
に
つ
い
て
議
論

す
る
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
、
厚
生
省
に
「
生
命
と

倫
理
に
関
す
る
懇
談
会
」
を
設
け
た
の
で
あ
る
。
厚

生
省
の
方
々
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
優
れ
て
医
療

の
問
題
で
あ
る
と
い
う
事
で
あ
る
が
、
私
は
宗
教
的
、

哲
学
的
な
問
題
で
あ
る
と
い
う
事
で
、
宗
教
界
の
方

に
も
入
っ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
こ
の
委
員
会
の

議
論
中
に
上
が
っ
て
き
た
も
の
が
脳
死
問
題
で
あ
る
。

　
現
在
の
高
度
な
医
療
技
術
の
発
達
に
つ
い
て
問
題

と
な
る
の
は
、
費
用
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
生
死
の

問
題
に
対
し
て
金
銭
の
問
題
を
ど
う
考
え
て
い
く
か

と
い
う
事
が
、
「
生
命
と
倫
理
に
関
す
る
懇
談
会
」
を

作
っ
て
議
論
を
し
て
も
ら
う
時
の
主
要
な
テ
ー
マ
だ講演を聞き入る加盟団体代表者

つ
た
の
で
あ
る
。

　
欧
米
の
国
々
で
は
、
ガ
ン
末
期
の
患
者
に
対
し
て

宗
教
家
が
様
々
な
形
で
、
精
神
的
な
安
定
を
与
え
る

施
設
と
し
て
ホ
ス
ピ
ス
が
あ
る
。
私
は
金
銭
の
問
題

と
い
う
事
で
は
な
く
、
人
間
の
尊
厳
と
い
う
事
か
ら
、

自
ら
の
命
を
他
人
に
迷
惑
を
か
け
ず
に
終
え
る
と
い

う
事
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
創
価
学
会
と
大
石
寺
の
問
題

　
昨
今
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
し
て
い
る
も
の
に
、
創

価
学
会
と
大
石
寺
の
関
係
の
問
題
が
あ
る
。
創
価
学

会
は
、
あ
る
程
度
ま
で
俗
世
間
の
中
に
入
っ
て
来
て

お
り
、
こ
う
し
た
中
で
本
当
の
「
聖
な
る
も
の
」
、

「
宗
教
的
な
も
の
」
と
は
何
か
が
、
問
わ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
現
在
は
色
々
な
オ
カ
ル
ト
的
な
も
の
、
超

能
力
と
い
う
も
の
が
は
や
る
風
潮
が
あ
り
、
そ
れ
は

正
に
末
法
の
時
代
の
様
相
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
を
社
会
現
象
と
し
て
放
っ
て
お
い
て
よ
い
も

の
か
、
そ
れ
と
も
、
憂
慮
す
べ
き
も
の
で
あ
る
の
か

問
題
で
あ
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
大
変
革
の
問
題

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ソ
ビ
エ
ト
ロ
シ
ア
が
消
滅
し
、
ロ

シ
ア
共
和
国
が
成
立
し
た
。
今
年
は
何
世
紀
に
一
度

の
大
変
革
の
年
で
あ
ろ
う
。
共
産
主
義
社
会
の
滅
亡

に
よ
り
、
民
主
的
な
社
会
に
な
っ
て
来
た
が
、
こ
れ

か
ち
は
一
体
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

　
鳥
神
論
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
と
、
唯
物
論
で
あ
る

共
産
主
義
は
、
い
ず
れ
も
絶
対
者
に
信
頼
を
よ
せ
る

と
い
う
論
理
面
で
は
き
わ
め
て
結
び
付
き
が
強
い
。

す
な
わ
ち
、
社
会
民
主
主
義
的
な
物
の
考
え
方
を
基

と
し
た
複
合
経
済
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
実
態
で
あ
る
。

一
方
に
共
産
主
義
社
会
が
あ
り
、
も
う
一
方
に
典
型

的
な
自
由
主
義
社
会
が
あ
る
事
に
よ
っ
て
成
立
し
て
・

い
た
経
済
構
造
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
が

無
く
な
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
で
は
、
今
後
、
福
祉

の
問
題
や
政
府
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
問
題
と
い

う
も
の
が
出
て
来
る
だ
ろ
う
。

　
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
発
展
と
宗
教

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
資
本
主
義
が
発
達
す
る
上

に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
勤
勉
の
精
神
と
い

う
も
の
が
支
え
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
神
か
ら
与

え
ら
れ
た
職
業
と
い
う
認
職
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
産

業
の
発
展
を
支
え
て
来
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大

規
模
な
生
産
体
制
へ
移
行
す
る
段
階
に
お
い
て
、
こ

の
認
識
が
薄
れ
て
来
る
。
そ
し
て
労
働
者
の
規
律
の

問
題
ま
で
も
そ
の
影
響
が
及
ん
で
来
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
今
日
の
世
界
で
群
を
抜
く
ア
ジ
ア
諸
国

の
経
済
発
展
も
、
儒
教
な
い
し
仏
教
的
な
精
神
に
裏

う
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
の
為
政

者
に
と
っ
て
も
、
産
業
の
発
展
や
国
の
秩
序
を
保
つ

上
に
、
宗
教
的
な
感
情
は
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
今
後
我
国
が
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
連
帯
を
図
っ
て

い
く
に
は
、
宗
教
的
な
情
操
を
養
う
事
が
必
要
で
あ

ろ
う
。

一5一

　　　　一一　霧、　　「A」　　　　9辱　＿ρ擢・㌔＿冠’　　　r　毛



を
　
．

仏全1992年5月1日

　
「
人
喰
い
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
衝
撃
作
『
ひ
か
り
ご
け
』
が
、
封
切
ら
れ
ま
し
た
。

武
田
泰
淳
の
小
説
を
映
画
化
し
た
こ
の
作
品
は
、
極
限
状
況
に
お
か
れ
た
人
間
の
実

相
を
描
こ
う
と
し
て
お
り
、
物
質
的
な
繁
栄
の
中
で
ブ
ラ
ン
ド
志
向
と
グ
ル
メ
が
蹟

唇
す
る
今
日
の
世
相
に
対
し
て
、
問
い
か
け
る
も
の
は
、
決
し
て
小
さ
く
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
（
財
）
東
方
研
究
会
の
専
任
研
究
員
・
加
藤
栄
司
師
に
、
こ
の
話

題
作
を
論
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
『
ひ
か
り
ご
け
』
は
、
現
在
、
シ
ネ
マ
ス

ク
エ
ア
（
東
京
・
新
宿
）
で
上
映
中
、
今
後
、
全
国
主
要
都
市
で
、
順
次
公
開
の
予

定
で
す
。
（
問
い
合
わ
せ
ば
『
ひ
か
り
ご
け
』
製
作
上
映
委
員
会
、
〇
三
一
三
四
〇
〇

1
三
八
○
○
ま
で
）

　
映
画
『
ひ
か
り
ご
け
』
、
監
督
は
『
サ
ン
ダ
ガ
ン
八

番
三
舟
・
望
郷
』
『
千
利
久
・
本
畳
坊
遺
文
』
の
熊
井

啓
、
主
演
は
『
親
鶯
・
臼
い
道
』
の
三
國
連
太
郎
で

す
。
原
作
者
の
武
田
泰
淳
は
戦
後
文
学
の
旗
手
の
一

人
と
し
て
高
名
で
し
た
が
、
ま
た
浄
土
宗
の
僧
籍
に

あ
り
、
父
は
宗
教
学
者
で
大
正
大
学
教
授
大
島
泰
信
、

伯
父
は
大
正
新
修
大
蔵
経
監
修
者
の
一
人
で
も
あ
っ

た
渡
部
海
旭
で
し
た
。
こ
の
映
画
は
昭
和
二
九
年
に

発
表
さ
れ
た
同
名
の
小
説
を
忠
実
に
映
像
化
し
た
も

の
と
い
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
物
語
の
舞
台
は
北
海
道
知
床
半
島
羅
臼
町
。
地
元

の
中
学
校
長
（
三
國
連
太
郎
）
に
案
内
さ
れ
て
マ
ッ

カ
ウ
シ
洞
窟
で
天
然
記
念
物
ひ
か
り
ご
け
を
見
物
し

た
作
家
（
内
田
武
敏
）
は
、
校
長
か
ら
人
が
人
を
喰

っ
た
恐
ろ
し
い
話
を
聞
く
こ
と
に
な
り
ま
す
…
。

　
既
に
敗
色
濃
い
昭
和
一
八
年
一
二
月
、
軍
需
物
質

を
積
載
し
て
航
行
中
の
船
団
の
一
隻
が
座
礁
、
三
ヵ

月
後
船
長
（
三
國
の
二
役
）
た
だ
一
人
が
羅
臼
に
生

還
、
戦
時
美
談
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
そ
の
五
ヵ
月
後
に
海
岸
に
人
骨
の
入
っ
た
林
檎
箱

が
漂
着
、
そ
れ
が
船
長
と
同
じ
船
の
乗
組
員
で
あ
っ

た
西
川
（
奥
田
瑛
二
）
の
骨
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す

る
に
及
ん
で
船
長
は
英
雄
か
ら
一
転
し
て
極
悪
人
に

転
落
し
ま
す
。
し
か
も
実
は
岬
の
洞
窟
に
た
ど
り
着

い
た
の
は
船
長
・
西
川
の
他
に
も
う
二
人
い
た
ら
し

い
、
と
校
長
は
語
り
、
船
長
と
西
川
は
こ
の
二
人
を

喰
べ
、
次
に
船
長
は
西
川
を
殺
し
て
喰
べ
て
独
り
生

還
し
た
の
で
は
な
い
か
…
、
と
も
想
像
し
て
い
ま
す
。

作
家
は
こ
の
校
長
の
話
に
導
か
れ
、
洞
窟
内
の
四
人

の
極
限
状
況
に
想
い
を
馳
せ
る
の
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
辛
う
じ
て
洞
窟
に
た
ど
り
着
い
た
四
人
は
、
そ
こ

が
厳
冬
の
間
は
外
界
か
ら
遮
断
さ
れ
て
連
絡
手
段
も

な
く
、
ま
た
食
糧
も
な
い
絶
望
的
な
状
況
で
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
先
ず
五
韻
（
杉
本
哲
太
）
が
死

に
、
そ
の
唯
一
の
食
糧
と
な
っ
た
死
体
の
肉
を
巡
っ

て
、
喰
う
こ
と
を
主
張
す
る
船
長
と
生
前
の
五
助
と

の
約
束
か
ら
そ
れ
を
拒
む
八
蔵
（
田
中
邦
衛
）
、
そ
し

て
拒
み
つ
つ
結
局
は
喰
う
こ
と
に
な
る
西
川
。
や
が

て
八
蔵
が
死
に
ま
す
が
、
そ
の
死
の
直
前
に
西
川
は

八
蔵
か
ら
人
を
喰
っ
た
人
間
に
は
ひ
か
り
ご
け
の
よ

う
に
金
緑
色
の
光
背
の
如
き
光
の
輪
を
生
ず
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
れ
は
人
を
喰
っ
た
人
間
に
は
見
え
な
い
こ

と
を
教
え
ら
れ
ま
す
。
八
蔵
の
肉
も
尽
き
る
と
、
衰

弱
甚
だ
し
い
西
川
は
船
長
に
喰
わ
れ
る
こ
と
を
恐
怖

し
、
洞
窟
か
ら
逃
れ
ん
と
し
て
船
長
と
争
い
、
つ
ら

ら
で
刺
さ
れ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
一
転
し
て
場
面
は
法
延
。
事
実
審
理
を
争
わ
な
い

船
長
は
、
し
か
し
心
境
を
尋
ね
ち
れ
る
と
、
他
人
の

肉
を
食
べ
た
者
か
他
人
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
者

一6一
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に
よ
っ
て
こ
そ
自
分
は
裁
か
れ
る
べ
き
だ
と
い
い
、

だ
か
ら
こ
の
裁
判
は
自
分
と
は
無
関
係
な
も
の
に
感

じ
ら
れ
、
た
だ
「
我
慢
」
し
て
い
る
の
だ
と
語
り
ま

す
。
船
長
の
望
み
は
検
事
や
弁
護
士
に
自
分
の
肉
を

す
っ
か
り
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
だ
、
と
も
答
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
や
が
て
船
長
は
人
を
喰
わ
な
か
っ
た
は

ず
の
弁
護
士
も
検
察
官
も
裁
判
長
も
傍
聴
人
ま
で
も

自
分
の
光
の
輪
を
確
認
で
き
な
い
こ
と
に
気
付
き
ま

す
、
「
…
も
し
、
そ
う
な
ら
恐
ろ
し
い
こ
っ
て
す
よ
。

そ
ん
な
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
」
。
そ
し
て
、
逆
に
映
画

の
観
客
は
裁
判
に
関
わ
る
全
員
に
光
の
輪
が
あ
る
の

を
認
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
「
よ
く
私
を
見
て
下
さ

い
」
の
船
長
の
絶
叫
の
中
、
幕
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
原
作
で
武
田
泰
淳
は
、
①
単
な
る
殺
人
、
②
人
肉

を
喰
う
た
め
の
殺
人
、
③
喰
う
た
め
に
殺
人
し
た
が

喰
わ
な
か
っ
た
、
④
喰
う
た
め
に
殺
人
し
て
人
肉
を

喰
っ
た
、
⑤
殺
人
は
し
な
か
っ
た
が
自
然
死
の
人
肉

を
喰
っ
た
、
の
五
者
の
比
較
を
し
、
②
は
①
よ
り
も

罪
が
重
く
、
ま
た
④
は
③
よ
り
も
罪
が
重
い
ち
し
い

と
し
、
最
後
に
①
と
⑤
で
は
ど
ち
ら
が
重
罪
か
を
問

い
か
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
『
ひ
か
り
ご
け
』
の
主

題
は
人
肉
喰
い
の
衝
撃
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
作
で

も
映
画
で
も
そ
れ
は
極
め
て
象
徴
的
に
描
か
れ
て
い

る
だ
け
で
す
か
ら
、
こ
の
「
人
肉
喰
い
1
1
食
人
の
禁

忌
」
は
単
に
世
の
掟
を
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
し
ょ

う
。
掟
の
外
に
あ
る
船
長
に
は
社
会
生
活
の
基
本
ル

ー
ル
睡
正
義
不
正
義
が
通
じ
ま
せ
ん
。
船
長
は
国
家

社
会
の
側
か
ら
与
え
ら
れ
る
善
悪
の
範
疇
分
け
を
受

け
取
ら
ず
、
世
間
の
い
う
善
悪
を
信
じ
ず
に
裁
判
所

で
も
裁
か
れ
る
自
分
を
他
人
事
と
み
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
ひ
た
す
ら
「
我
慢
」
し
て
い
る
だ
け
と
い

う
船
長
の
姿
は
皆
に
「
異
常
に
し
て
傲
慢
」
と
の
印

象
を
与
え
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
五
助
を
食
べ
な
か

っ
た
八
蔵
は
勿
論
、
五
助
と
八
蔵
を
食
べ
は
し
た
が

そ
れ
を
深
く
悔
い
た
西
川
は
、
二
人
と
も
社
会
規
範

の
枠
の
内
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
終
幕
間
際
、

裁
判
に
関
わ
る
全
員
に
「
人
喰
い
」
の
象
徴
で
あ
る

光
の
輪
が
と
も
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？
　
社
会

に
生
き
る
も
の
す
べ
て
が
人
喰
い
だ
と
い
う
の
で
し

ょ
う
か
？
　
『
わ
が
子
キ
リ
ス
ト
』
『
誰
を
方
舟
に
残

す
か
』
の
著
者
で
も
あ
る
武
田
泰
淳
で
す
か
ら
、
こ

れ
は
キ
リ
ス
ト
教
で
い
う
原
罪
な
の
で
し
ょ
う
か
？

原
作
も
映
画
も
問
題
を
提
起
し
た
ま
ま
、
解
答
は
観

客
に
委
ね
て
終
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
最
後
に
言
わ
ず
も
が
な
の
感
想
を
二
つ
。

　
一
つ
は
主
題
の
展
開
で
す
。
原
作
も
映
画
も
裁
判

の
不
可
能
性
を
い
う
に
と
ど
ま
り
、
遂
に
船
長
を
裁

く
絶
対
者
は
登
場
し
ま
せ
ん
。
「
世
間
虚
仮
」
の
み
が

あ
っ
て
「
唯
仏
是
真
」
が
あ
り
ま
せ
ん
。
原
作
に
は

な
い
シ
ー
ン
で
す
が
映
画
「
ひ
か
り
ご
け
」
で
は
五

助
・
八
蔵
・
西
川
の
三
人
が
裁
判
官
三
人
と
二
重
映

し
に
な
る
箇
．
所
が
あ
り
ま
す
。
今
や
全
員
が
光
の
輪

を
負
う
た
人
喰
い
と
な
っ
た
の
で
す
か
ら
、
原
作
を

竿
頭
一
歩
進
め
て
船
長
は
今
こ
そ
裁
か
れ
て
い
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
「
人
喰
い
に
裁
か
れ
る
こ

と
を
切
望
し
て
い
た
船
長
な
の
で
す
か
ら
、
今
度
は

裁
判
を
他
人
事
で
な
く
自
ら
の
事
と
し
て
実
感
す
る

は
ず
で
す
。
そ
の
裁
判
劇
で
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー

『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
の
「
大
審
問
官
」
が
演

じ
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
一
つ
は
こ
の
映
画
の
観
客
の
こ
と
で
す
。
制
作

者
の
意
図
が
真
摯
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
の
重
い
主
題
を
現
代
人
は
受
け
止
め

ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？
日
本
は
今
、
世
界
も
羨
む
平

和
と
繁
栄
の
中
に
あ
り
ま
す
が
、
人
々
の
関
心
は
醜

聞
や
二
十
歳
前
の
女
優
の
ヌ
ー
ド
、
せ
い
ぜ
い
実
用

書
の
世
間
知
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
争
体
験
と
仏

教
思
想
を
背
景
に
昭
和
二
十
年
代
に
文
学
活
動
を
は

じ
め
た
武
田
泰
淳
の
極
め
て
形
而
上
学
的
な
主
題

「
人
類
」
「
滅
亡
」
「
地
獄
」
「
救
済
」
は
、
平
成
の
御

世
に
は
お
よ
そ
似
合
い
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
意
味
で
こ
の
勝
れ
て
観
念
的
な
映
画
は
、
パ

ン
よ
り
も
道
を
求
め
る
青
年
に
こ
そ
相
応
し
い
も
の

で
す
。
或
い
は
曽
て
は
道
を
求
め
今
は
生
活
の
た
め

に
パ
ン
を
求
め
て
い
る
大
人
に
も
見
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
今
は
世
間
知
ら
ず
の
求
道
を
喘
う
大
人
と

な
っ
て
い
て
も
、
青
年
の
夢
以
上
の
も
の
を
実
人
生

か
ら
得
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
か
ち
…
。
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仏全

　
「
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
」
開
く

　
大
阪
府
仏
教
会
主
催
の
「
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
」

（
後
援
・
全
日
本
仏
教
会
、
協
栄
生
命
保
険
株
式
会

社
）
が
、
去
る
三
月
六
日
午
後
二
時
か
ら
、
南
御
堂

同
朋
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
、
「
課
税
強
化
に
対
処
す
る
た
め
に
」

の
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
、
大
阪
府
内
各
地
か
ら
約
三

百
名
が
参
加
。
県
仏
関
係
者
の
税
務
問
題
に
関
す
る

関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
午
後
二
時
か
ら
、
森
田
直
管
大
阪
府

仏
教
会
長
、
剛
山
本
会
財
務
部
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、

本
会
顧
問
弁
護
士
の
長
谷
川
正
浩
師
が
「
宗
教
法
人

税
制
の
問
題
点
、
税
務
調
査
の
判
例
等
に
つ
い
て
」

の
講
題
で
講
演
。
続
い
て
税
理
士
の
松
浦
国
展
氏
が

「
宗
教
法
人
、
帳
簿
と
税
務
調
査
の
対
策
」
、
協
栄
生

命
保
険
の
津
福
敏
行
氏
が
「
生
命
保
険
と
退
職
金
制

度
と
節
税
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
を
し
た
。

　
講
演
の
後
、
参
加
者
と
の
質
疑
応
答
が
あ
り
、
午

後
五
時
に
長
洲
真
大
阪
府
仏
教
築
三
会
長
が
閉
会
の

辞
を
行
い
、
閉
会
と
な
っ
た
。

鎌井岩石本江大鳥原杉馬壽岩川木酒
原桁田上間連谷居　谷場山間井越生

文
彦
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

　
樹
（
真
宗
大
谷
派
）

匡
俊
（
浄
土
宗
）

湛
正
（
日
蓮
宗
）

良
知
（
高
野
山
真
言
宗
）

宗
信
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

義
純
（
天
台
宗
）

弘
隆
（
真
言
宗
智
山
派
）

慎
誉
（
真
言
宗
豊
山
派
）

博
通
（
東
京
都
仏
教
連
合
会
）

俊
則
（
埼
玉
県
佛
教
会
）

孝
康
（
神
奈
川
県
仏
教
会
）

博
貫
（
静
岡
県
仏
教
会
）

文
有
（
愛
知
県
仏
教
会
）

雄
弘
（
大
阪
府
仏
教
会
）

泰
彦
（
全
日
本
仏
教
青
年
会
）

哀

悼

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
委
員

1992年5月1日

今
回
の
理
事
会
で
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
の
委
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

小
田
原
利
仁
（
曹
洞
宗
）

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

宮
裡
　
顕
秀

三
月
三
十
日
、
八
十
八
歳
で
遷
化

元
臨
済
宗
妙
心
寺
派
宗
務
総
長

美
璽
9
務
《
局
儲
緑
藻
≦

　
1
四
月
－

　
　
六
日
号
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
五
周
年
打
合
せ
会
出
席

　
　
七
日
局
内
会
議

　
　
九
日
　
法
律
相
談
室

瀞「ひψ◆瀞rひ鞭φ瀞rひゆつb“rφゆ◇鞭rひ蹴rひ群◇瀞「ひ禰→L群ゆ小ひ“◆“つ」

　
十
二
日
　
三
教
大
師
御
遠
忌
特
別
法
要
参
列

　
　
　
　
　
言
宗
智
山
派
）

十
四
日
～
十
六
日
　
W
F
B
執
行
委
員
会
出
席

　
十
五
日
　
桜
を
見
る
会
出
席

　
十
八
日
　
解
放
研
究
所
宗
教
部
会
出
席

十
九
日
～
二
十
四
日
　
ネ
パ
ー
ル
現
地
調
査

十十二
三二十
日日日

二
＋
七
日

三
十
日

日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
総
会
出
席

同
和
委
員
会

皇
宗
連
理
事
会

法
律
相
談
室

局
内
会
議

総
務
委
員
会

同
宗
連
総
会
出
席

（
真

…
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浅草通り五凝霜加盟店

漱鍬洪・国商店
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　　　電話　代表（3841）4965
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